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平成３０年３月 

 

中央区自治協議会 

地域活性化部会  



【目的】 

  新潟市中央区自治協議会「地域活性化部会」では、新潟市の原点である「湊

町」の歴史と文化を後世に引き継ぎ、人口減少・少子高齢社会、公共サービ

スの維持など、様々な問題を解決するために、新潟島の再生・復活を目指し

て、賑わいの活性化を図ることを目的として「新潟湊町物語」を実施するこ

ととしました。 

 

【新潟湊町物語】 

  新潟は、古くより越後平野を流れる信濃川や阿賀野川の川湊として栄え、

江戸時代には北前船の寄港地として賑わい、日本海側最大の湊町として繁栄

しました。 
  そして、新潟港は、安政の五か国条約により、開港五港のひとつに指定さ

れ 1869 年 1 月 1 日に、佐渡夷港を補助港として開港し、2019 年 1 月 1 日に、

開港 150 年を迎えます。 
  このように、ここ新潟は、古くから港から川へ、川から街へと「モノ・コ

ト・歴史・情報」などが運ばれ、多様な文化を持つ新潟湊町として栄えてき

ました。 
何気なく生活していると「湊町」としてあまり意識したことがない人も多い

かもしれません。しかし、立ち止まって周りを見渡すと、新潟の湊町文化は、

今もなお、リノベーションを繰り返し、現在の新潟のライフシーンに息づいて

います。 
 そこで、この先の湊町文化のページをもっとたくさんの人たちと創っていき

たい、未来の子どもたちに託せる「NIIGATA・PRIDE」を創りたい、そんな

想いから「新潟湊町物語」は誕生しました。 
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「新潟湊町物語 序章」 
～湊町新潟の原点と今を未来につなぐ～ 

 
 
１ 開催日時  平成 30 年 2 月  9 日（金） 11:00～19:00  
        平成 30 年 2 月 10 日（土） 11:00～16:00 

 
２ 開催場所  NEXT21アトリウム（新潟市中央区西堀6番町866番地1階） 
        新潟市民プラザ(※) （新潟市中央区西堀6番町866番地6階） 

※9 日パネル展のみ 

 
３ タイムスケジュール 
  2 月 9 日（金）  

（アトリウム） 
 11:00～16:00 パネル展示（明和義人） 
        販売（古町スイーツ、初午いなり、久遠チョコレート） 
 11:00～16:30 体験（ネイル、純金使用蒔絵スプーン、 
           お守りほこら組み立て、新潟漆器はし研ぎ出し） 
 15:00～19:00 日本酒販売・試飲（今代司酒造、越の華酒造） 
 16:45～18:45 古町芸妓による日本酒試飲振る舞い 

  （市民プラザ） 
 13:00～16:00 パネル展示（古町まち建て） 

2 月 10 日（土）（アトリウムのみ） 
 11:00～16:00 パネル展示（古町まち建て、明和義人）  

販売（古町スイーツ、初午いなり、久遠チョコレート）

         体験（ネイル、純金使用蒔絵スプーン、 
お守りほこら組み立て、新潟漆器はし研ぎ出し） 

日本酒販売・試飲（今代司酒造、越の華酒造）  

 
４ 来場者数  2 日間 延べ 1,520 名 

         （人）

  11:30 12:30 13:30 14:30 15:30 16:30 17:30 18:30 計 

9 日 70 50 45 45 360 50 30 30 680

10 日 170 250 80 100 240 － － － 840

 
５ アンケート回答数  2 日間 延べ 52 名 
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質問１ 今回のイベントを何で知ったか 
 

市報・区だより 7 

チラシ 13 

新聞 2 

HP 0 

講演会 2 

その他 20 

計 44 

 

    ※「その他」のうち半数以上は 

「新潟小学校より」と回答 

 

【分 析】 
    チラシ・その他の多くは、新潟小学校の関係者（保護者や祖父母、児童など）であ

った。その多くは「古町スイーツ」を目的に来場しており、関心の高さがうかがえる。

一方で、「区だより」との回答も多かった。区だより（自治協だより）への掲載は効果

があることがうかがえる。また、2 日目は、古町地区で「食の陣」が実施されていたこ

ともあり「たまたま」来場された方も多くいた。 

 

 

質問２ 今回の内容で一番、興味・関心のあるもの （複数回答あり） 
 

パネル展 4 

販売 36 

体験 12 

日本酒 9 

芸妓 3 

計 64 

 

 

 

 

【分 析】 
新潟小学校の関係者が多かったことから販売、特に「古町スイーツ」に興味関心を

持っている方が多かった。その一方で、「小学校で体験して楽しかったのでまたやりた

かった」など、「体験」への関心の高さもうかがえる。古町芸妓は日時限定だったこと

から、数字には表れていないが、振る舞いには強い関心を持った方が多く来場されて

いた。また、「たまたま立ち寄った」とする方の多くは、「日本酒」に関心を向ける傾

向にあった。 
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質問２－２ 「湊町」の歴史・文化を後世に引き継ぎ、新潟島の活性化を 
目的とした今回の様な内容のイベントについての感想 

 

【開港 150 周年関連】  

  ・開港 150 年のイベントとして大事なことだと思う  

  ・湊町誕生を祝うイベントが実施されて喜ばしい  

  ・湊町を知らしめるため多く開催してほしい  

【文化継承関連】  

  ・芸妓文化を残す継続した取り組みが必要  

  ・漆器という素晴らしい工芸があるので体験イベントを楽しみに来た  

  ・職人から直接話が聞けて良い  

  ・文化を知るきっかけとなって良い  

  ・体験は子どもも参加しやすい内容が良かった(すぐあきてしまうので)  

  ・文化を継承することは大切なことと考える  

  ・体験ブースがたくさんほしい  

  ・古町（新潟）の文化や歴史を知る良い機会になっている  

【全般として】  

  ・続けてほしい、もっと大々的に推し進めてほしい  

  ・楽しめたので定期的な開催がよい  

 

【分 析】 
体験に予想以上の反響があった。1 日目は平日であり、時折吹雪くなど悪天候であっ

たため、参加者が伸び悩んだが、2 日目は、土曜日で好天という好条件だったことも後

押しし、すべての体験が、終日、満席であった。子どもから大人まで、楽しんで参加

されており、関心の高さがうかがえた。 

 

 

質問２－３ 「湊町新潟」と聞いて連想するもの 
 

【開港 150 周年】北前船、日本海、信濃川、堀 

【食】   酒、米、魚 

【伝統文化】  古町芸妓 

【イメージ】  明るく開放的な街、きれいな街並み、新潟繁栄の原点 

【その他】   あまりないので「湊町」をもっと押し出すべき 

     柳と川のイメージはあるが、あまりピンとこない 

     開港 150 年 PR 不足 

 

【分 析】 
「湊町新潟」と聞いて連想するものに、今回出展いただいた伝統的産業がほとんど

でてこなかった。「湊町」との結びつきが弱いことがうかがえる。しっかりしたイメー

ジを作り、定着させていくことも大事だと考える。 
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質問３ 今後のアトリウムの活用方法 
 

地元の良さを PR する、地域紹介の場 

体験型のイベントを行うと足を運ぶ機会が増えると思う 

地域の情報発信や特産品販売、新潟の文化を紹介するイベントスペース 

カフェ、ライブ・コンサート 

色々なイベント、SNS などでイベント情報を流さないと若い人は来ないと思う 

 

【分 析】 
 パネル展示により「新潟の歴史・明和義人について」、体験で「新潟の伝統文化に

ついて」を知るきっかけとなったことでの回答が目立った。「地域の情報発信の場」

という意見は多数あり、「新潟」について関心はあるが、知る機会がないという現状

がうかがえる。 

 

 

質問４ 来場者について 
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本日は、ご来場いただき誠にありがとうございました。 
今後の参考とさせて頂きたく、アンケートのご協力をお願いいたします。 
 

１ 今回のイベントを何で知りましたか。 

□市報・区だより  □チラシ  □新聞  □HP  

□９日の講演会(市民プラザ)   □その他（          ） 

 

２ 今回の内容で、一番、興味・関心のあるものは何ですか。 

□パネル展（明和義人・古町まち建て）   

□販 売 （古町スイーツ・久遠チョコ・初午いなり） 

□体 験 （ネイル・蒔絵・お守りほこら・新潟漆器） 

□日本酒  □古町芸妓 

２－２「湊町」の歴史・文化を後世に引き継ぎ、新潟島の活性化を目的とした、

今回の様な内容のイベントをどう思いますか。 

 

 

２－３「湊町新潟」と聞いて、何を連想しますか。 

 

 

３ 今後、NEXT21 の１階アトリウムをどのように 

活用していくとよいと思いますか。   

 

 

 

４ 最後にあなたのことをお聞かせください。 

  性  別 □男性  □女性 

 年  代 □10～20 代  □30～40 代  

□50～60 代  □70 代以上 

お住まい □中央区内 □中央区以外の新潟市内 

      □新潟市外 

  

 

 

 

「新潟湊町物語 序章」来場者アンケート 

ご協力ありがとうございました。 
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【パネル展示】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歴史写真館 

「古町の記憶」 

 

 

 

 

 

                                        「明和義人伝」 

 

 

【体験】 
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【お酒・古町芸妓】 
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【新潟小の古町スイーツ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【販売】 
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【総括】 

  当部会では、「新潟の原点 活性化事業」と題し、「古町活性化対策」「寺町

との融合」「行政・自治協・事業者・市民での交流広場づくり」について、実

現可能な事業を検討しています。 
  これまでの都市発展の中で、失われたモノは沢山あります。そこで、新潟

の原点である「湊町」の歴史・文化を後世に引き継ぐ事業として－－①河口

港としての湊町 ②北前船の寄港地 ③海鮮問屋、豪商の活躍 ④三大花街

の文化 ⑤多様化から生まれた寺町文化 ⑥商業都市としての繁栄－－など

の再生・復活を目指す必要性が不可欠と思われ、新潟島を「住みたい」「働き

たい」「訪れたい」持続可能な街づくりにするために再びスポットを当てよう

と考えました。 
  そこで今年度は、NEXT21 1 階のアトリウムにおいて、新潟島の歴史（新

潟開港 150 周年、北前船、古町商店街など）・文化などの展示会・イベントを

開催することといたしました。 
  開催に当たっては、中央区自治協議会の初めての試みとして、「水辺とみな

と部会」と同日に、同じテーマでの企画として開催することにより、「湊町新

潟」の啓発にも相乗効果が生まれました。次年度も「湊町新潟」をキーワー

ドとして、区内の商店街組合や、意欲のある方々を巻き込んで取組みを実施

していけるよう、検討していきたいと考えています。 

 
（地域活性化部会 座長 浅野昌禧） 

 
 
 
 
 

【部会メンバー】       
  浅野昌禧（座長）  肥田野正明（副座長）  

清水大三郎 加藤素三 廣瀬隆之 伊藤肇  竹田良性 
佐藤雅之  堀葉月  津吉孝司 佐藤俊輔 

【協力】       
    （新潟市中央区自治協議会委員） 

  後藤知恵  大滝則子  小林悦子 藤瀬竜子 
     新潟青陵大学の皆さん 新潟こども医療専門学校の皆さん 

【事務局】       
新潟市中央区役所地域課       
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